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。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
障
が
い
年
金
の
周
知
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

昨
年
六
月
に
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
障
害
年
金
制
度
及
び
特
別
障
害
給
付
金
制
度
（
以
下
「
障
害
年
金
制
度
等
」
と
い

う
。
）
の
周
知
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
北
海
道
で
六

十
六
、
青
森
県
で
七
、
岩
手
県
で
九
、
宮
城
県
で
三
、
秋
田
県
で
十
一
、
山
形
県
で
六
、
福
島
県
で
十
七
、
茨
城
県
で
八
、

栃
木
県
で
三
、
群
馬
県
で
八
、
埼
玉
県
で
七
、
千
葉
県
で
八
、
東
京
都
で
十
七
、
神
奈
川
県
で
三
、
新
潟
県
で
八
、
富
山
県

で
一
、
石
川
県
で
五
、
福
井
県
で
五
、
山
梨
県
で
一
、
長
野
県
で
三
十
二
、
岐
阜
県
で
十
、
静
岡
県
で
五
、
愛
知
県
で
十
二
、

三
重
県
で
三
、
滋
賀
県
で
四
、
京
都
府
で
七
、
大
阪
府
で
三
、
兵
庫
県
で
二
、
奈
良
県
で
十
、
和
歌
山
県
で
八
、
鳥
取
県
で

二
、
島
根
県
で
九
、
岡
山
県
で
六
、
広
島
県
で
一
、
山
口
県
で
五
、
徳
島
県
で
十
、
香
川
県
で
六
、
愛
媛
県
で
三
、
高
知
県

で
十
二
、
福
岡
県
で
七
、
佐
賀
県
で
五
、
長
崎
県
で
五
、
熊
本
県
で
十
二
、
大
分
県
で
五
、
宮
崎
県
で
十
三
、
鹿
児
島
県
で

十
五
、
沖
縄
県
で
二
十
三
の
市
区
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
又
は
療
育
手
帳
（
以

下
「
障
害
者
手
帳
」
と
い
う
。
）
の
交
付
時
に
お
い
て
障
害
年
金
制
度
等
の
周
知
を
行
っ
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
た
。

二
に
つ
い
て

一



旧
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
の
際
に
、
市
区
町
村
か
ら
障
害
年
金
制
度
等
の
周
知
の
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
七
月
、
旧
地
方
社
会
保
険
事
務
局
に
対
し
、
市
区
町
村

の
障
害
者
手
帳
交
付
担
当
部
局
に
障
害
年
金
制
度
等
の
周
知
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
協
力
い

た
だ
く
よ
う
指
示
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
、
市
区
町
村
が
障
害
者
手
帳
の
交
付
時
に
障
害
年
金
制
度
等
の

周
知
を
行
っ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
複
数
回
答
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
障
害
年
金
等
に
関
す
る
知
識
が
な
い
」
と
回

答
し
た
市
区
町
村
が
二
百
四
十
七
、
「
冊
子
等
の
配
布
資
料
を
作
成
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
市
区
町
村
が
二
百
十
七
、

「
職
員
が
少
な
く
物
理
的
に
対
応
で
き
な
い
」
と
回
答
し
た
市
区
町
村
が
百
二
十
二
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
本
年
四
月
、

日
本
年
金
機
構
が
市
区
町
村
に
対
し
、
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
障
害
年
金
制
度
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
、
障
害
者
手
帳
交
付
窓
口
へ
の
当
該
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
及
び
障
害
年
金
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
協
力
い

た
だ
く
よ
う
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
区
町
村
の
障
害
者
手
帳
交
付
担
当
部

局
と
連
携
し
、
当
該
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
把
握
す
る
た
め
、
現
在
、
都
道

二



府
県
、
政
令
指
定
都
市
及
び
中
核
市
の
協
力
を
得
て
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る
サ
ン
プ

ル
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
具
体
的
対
応
策
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
も
含

め
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
及
び
旧
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
障
害
年
金
制
度
に
つ
い
て
、
障
害
年
金
の
ほ
か
老
齢
年

金
及
び
遺
族
年
金
を
含
め
た
総
合
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
市
区
町
村
に
送
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
年
金
制
度

に
関
す
る
周
知
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、引
き
続
き
、市
区
町
村
の
障
害
者
手
帳
交
付
担
当
部
局
と
連
携
し
、

当
該
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
末
現
在
で
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
（
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
に
基
づ

く
障
害
年
金
の
受
給
権
者
を
含
む
。
）
の
数
は
、
北
海
道
で
十
万
三
千
八
百
三
人
、
青
森
県
で
二
万
七
千
百
二
十
三
人
、
岩

手
県
で
二
万
七
千
四
百
六
十
四
人
、
宮
城
県
で
三
万
三
千
三
百
三
十
人
、
秋
田
県
で
二
万
百
六
十
一
人
、
山
形
県
で
二
万
九

三



百
九
十
二
人
、
福
島
県
で
三
万
二
千
九
百
六
十
一
人
、
茨
城
県
で
三
万
六
千
四
百
五
十
二
人
、
栃
木
県
で
二
万
七
千
二
百
七

十
人
、
群
馬
県
で
二
万
九
千
百
九
十
五
人
、
埼
玉
県
で
六
万
九
千
二
百
四
十
八
人
、
千
葉
県
で
六
万
三
千
百
七
十
一
人
、
東

京
都
で
十
二
万
九
千
八
百
二
十
一
人
、
神
奈
川
県
で
八
万
六
千
四
百
七
十
九
人
、
新
潟
県
で
三
万
八
千
八
百
八
十
七
人
、
富

山
県
で
一
万
六
千
百
六
十
人
、
石
川
県
で
一
万
七
千
四
百
八
十
六
人
、
福
井
県
で
一
万
千
六
百
八
人
、
山
梨
県
で
一
万
三
千

四
百
二
人
、
長
野
県
で
三
万
五
千
五
十
一
人
、
岐
阜
県
で
二
万
七
千
七
百
八
十
八
人
、
静
岡
県
で
五
万
四
百
六
十
六
人
、
愛

知
県
で
七
万
五
千
六
百
二
人
、
三
重
県
で
二
万
五
千
六
百
十
七
人
、
滋
賀
県
で
一
万
七
千
三
百
二
十
六
人
、
京
都
府
で
三
万

七
千
七
百
二
十
一
人
、
大
阪
府
で
十
一
万
百
八
十
二
人
、
兵
庫
県
で
六
万
八
千
七
百
四
十
六
人
、
奈
良
県
で
一
万
八
千
三
百

三
十
三
人
、
和
歌
山
県
で
一
万
八
千
八
百
三
十
五
人
、
鳥
取
県
で
九
千
八
百
三
十
四
人
、
島
根
県
で
一
万
四
千
三
百
八
十
八

人
、
岡
山
県
で
二
万
九
千
十
八
人
、
広
島
県
で
四
万
四
百
九
十
人
、
山
口
県
で
二
万
四
千
五
百
十
四
人
、
徳
島
県
で
一
万
五

千
百
三
十
人
、
香
川
県
で
一
万
五
千
六
百
二
十
六
人
、
愛
媛
県
で
二
万
七
千
四
百
七
十
人
、
高
知
県
で
一
万
五
千
六
百
九
十

五
人
、
福
岡
県
で
七
万
六
千
人
、
佐
賀
県
で
一
万
五
千
八
百
九
十
四
人
、
長
崎
県
で
二
万
八
千
七
百
四
十
六
人
、
熊
本
県
で

三
万
八
千
四
百
九
十
四
人
、
大
分
県
で
二
万
二
千
四
百
六
十
八
人
、
宮
崎
県
で
二
万
四
千
八
百
十
四
人
、
鹿
児
島
県
で
四
万

二
千
二
百
三
十
六
人
、
沖
縄
県
で
三
万
千
三
十
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

四



ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
基
づ
く
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
（
国
民
年
金
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
障
害
年
金
の
受
給
権
者
を
含
む
。
）
の
数
は
、

北
海
道
で
二
万
六
千
五
百
九
十
六
人
、
青
森
県
で
五
千
三
百
六
十
七
人
、
岩
手
県
で
五
千
九
百
十
三
人
、
宮
城
県
で
八
千
七

百
八
十
二
人
、
秋
田
県
で
四
千
七
百
九
十
六
人
、
山
形
県
で
五
千
六
百
九
人
、
福
島
県
で
九
千
三
百
七
十
九
人
、
茨
城
県
で

九
千
五
百
九
十
一
人
、
栃
木
県
で
六
千
七
百
九
十
四
人
、
群
馬
県
で
八
千
三
十
九
人
、
埼
玉
県
で
二
万
千
三
百
三
十
人
、
千

葉
県
で
一
万
八
千
七
百
十
六
人
、
東
京
都
で
三
万
六
千
二
百
二
十
四
人
、
神
奈
川
県
で
二
万
七
千
三
百
九
十
人
、
新
潟
県
で

一
万
千
八
百
十
二
人
、
富
山
県
で
五
千
八
百
二
人
、
石
川
県
で
五
千
四
百
九
十
八
人
、
福
井
県
で
四
千
六
十
九
人
、
山
梨
県

で
三
千
五
十
二
人
、
長
野
県
で
一
万
五
百
八
十
五
人
、
岐
阜
県
で
九
千
百
九
十
九
人
、
静
岡
県
で
一
万
七
千
四
百
七
十
五
人
、

愛
知
県
で
二
万
八
千
六
百
五
十
八
人
、
三
重
県
で
八
千
百
八
人
、
滋
賀
県
で
五
千
五
百
七
十
八
人
、
京
都
府
で
一
万
九
百
七

十
三
人
、
大
阪
府
で
三
万
七
千
百
六
十
八
人
、
兵
庫
県
で
二
万
二
千
六
百
一
人
、
奈
良
県
で
四
千
九
百
三
人
、
和
歌
山
県
で

四
千
七
百
四
十
二
人
、
鳥
取
県
で
二
千
九
百
二
十
四
人
、
島
根
県
で
四
千
三
百
二
十
五
人
、
岡
山
県
で
一
万
五
十
一
人
、
広

島
県
で
一
万
五
千
三
百
七
十
三
人
、
山
口
県
で
七
千
七
百
九
十
一
人
、
徳
島
県
で
四
千
百
八
十
二
人
、
香
川
県
で
五
千
百
四

十
五
人
、
愛
媛
県
で
八
千
百
五
人
、
高
知
県
で
三
千
九
百
三
十
七
人
、
福
岡
県
で
二
万
三
千
三
百
三
十
四
人
、
佐
賀
県
で
四

五



千
九
十
八
人
、
長
崎
県
で
六
千
七
百
八
十
一
人
、
熊
本
県
で
九
千
三
百
五
十
四
人
、
大
分
県
で
六
千
七
十
九
人
、
宮
崎
県
で

五
千
九
百
五
十
九
人
、
鹿
児
島
県
で
九
千
百
七
十
七
人
、
沖
縄
県
で
四
千
二
百
七
十
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

六


